



































































　Angabe der gebrauchlichstenFremdworter und Eigennamen nebst einem
　Anhang　高木甚平　保志虎吉共編　明治29年２月
２　大正獨和辭典　Neues　Deutsch-Japanisches Worterbuch mit Angabe










6　三省堂独和新辞典　Sanseidos Neues Worterbuch Deutsch-Japanisch
　三省堂編修所編　昭和29年３月
７　コンサイス独和辞典　増補修正版　昭和31年３月
８　最新コンサイス独和辞典　第３版　Sanseidos Neues Concise Deutsch-
　Japanisches Worterbuch. DritteAuflage　倉石五郎編　昭和36年３月






















































































































































































































獨和新辭林　三省堂発行」，右頁にはNeues /　Deutsch = Japanisches/
Taschenworterbuch/ mit/ Angabe der gebrauchlichsten/Fremdworter und
Eigennamen/ nebst/ einem Anhang/ von Dr. Ｚ. Takaki und Ｔ. Hoshi./







































































































































English Dictionary,with notation of correspondences and brief etymolo-
gies,by William Dwight Whitney, assistedby August Hjalmar Edgren.
New York, Henry Holt and Company, である。 1877争にアメリカの吾語
学者Ｗ.Ｄ.Whitｎｅy2）が編集した辞典で，慶応大学図書館に現存するの
は大きさ18.8cmｘ13.3cm，背表紙にＷＨ汀NEY'S GERMAN-ENGLISH
AND ENGLISH-GERMAN DICTIONARY と書かれているように，本文
はPARTI. GERMAN AND ENGLISH (537ページ）とPART IT. ENG-







○　ウエーニヒ　Chr. Wenig's Handworterbuch der deutschen Sprache,
mit Bezeichnung der Aussprache und Betonung, nebst Angabe der
nachsten　sinnverwandten　und　der　gebrauchlichsten　Fremdworter　und
Eigennamen.本書の初版は1821争であるが，手元にある版Neu bearbeitet
von Dr.Ｌ. Kellner,Sechste,sorgfaltigverbesserteund vermehrte Auflage.












































○　ザンデル　Daniel Sanders のWorterbuch der Deutschen Sprache. Mit
Belegen von Luther bis auf die Gegenwart. 4 Bde. 初版は1860年である
が，1872年に出た同著者のWorterbuch der Hauptschwierigkeiten in der
deutschen Sprache と共に長きにわたって日本のゲルマニストの間で重宝
がられた。1885年にはErganzungs-Worterbuch der deutschen Sprache｡
　　　　　　　　　　　　　　　－232－
Eine　VervoUstandigung　und　Erweiterung　aller　bisher　erschienenen
deutschsprachlichen Worterbiicher (einschlieBlichdes Grim?schen) mit
Belegen von Luther bis auf die neueste Gegenwart も，また1891年には






文献の中に1876年発行のWorterbuch der Deutschen Sprache. 3 Bde と上
記1885年版のErganzungs-Worterbuchが挙げられている。




Aussprache und Beto皿ng der Worter nebst genauer Angabe ihrer
Abstammung　und　Bildung.　Neu　bearbeitet, vielfach　berichtigt　und
vermehrt von Gustav Heyse. 16. Ausg. Hannover1879｡［ハイゼ］には他
にK.W.L. Heyse　の　Deutsches Worterbuch.　と　Handworterbuch der













stamm- und sinnverwandtschaftlichesGesamtworterbuch der deutschen
Sprache, aus alienihren Mundarten und mit alienihren Fremdwortem.
Leipzig 1834｡ 上述の通りこの時代の多くの独和辞典が参考・準拠した辞
書である。後のクロイスレルについての記述も参照されたい。
○　チーメ　Thieme, F. W. und Preusser, Ｅ.:　Neues　vollstandiges











○　マイエル　Meyer, H. E. Konversations-Lexikon. Eine Encyklopaedie
der allgemeinen Wissen. 4. Aufl. Leipzig 1885-1890｡ 18 Bde. と思える。
０　クロイスレル　KreuBler, M. O.:KurzgefaBtes lateinisch-deutsches
und　deutsch-lateinisches　Handworterbuch, mit　einem　Verzeichnisse
lateinischer　Abbreviaturen　und　geographischer　Namen.　Leipzig,Otto
Holtzes Nachfolger 1872｡慶応大学図書館に1904年版（第９版）が現存す
る。「クロイスレル」が羅独・独羅辞典であることは，やはり『図畫挿入
獨和字書大全』の凡例に［一　本書ノ價植ハ専ラ醫學術語二富裕チルニア
リ何トチレハ其原本トナセシハ「コツセニー」氏ノ羅匍醫語袖珍字書ニシ
　　　　　　　　　　　　ー234 －
テ傍ラ「クロイスレル」氏ノ羅甸字書［ハイズヱ］氏及ビ［カルトシュミ
ット］氏ノ他國字書「ロート」氏ノ醫學術語字書等ヨリ類聚セルモノチレ
バナリ」と書かれていることからも判る。
○　ブロックハウス　Brockhaus. Konversations-Lexikon.14. Aufl.Leipzig
1892-1895.16 Bde. であろう。
　以上の参考文献の記載の順序は，書名あるいは著者名の原語のＡＢＣ順
もしくは日本語のアイウエオまたはイロハ順のいずれにも該当せず，参照
の度合順を示すものか，あるいは順序不同に羅列したに過ぎないのか判然
としない。
　原稿をすっかり用意した上で，その道の大家に名目上の編者もしくは監
修者となってもらうというのはよくある話である。先述の三省堂が独力で
出版した最初の英和辞典からしてそうした方法をとった。斎藤精輔の『辞
書生活五十年史』によれば，亀井社長から「一種特色のある新英和辞書」
の依頼を受け，後に医学博士となった田中達三郎と二大で「役々として辞
書の進行を図り，余の入所以来約半歳にしてその完成を見ることを得た」。
そこで
　　かくて辞書編纂の完成するや，その編者に相当なる大を迎えざるべか
　らずとて，亀井氏はその事につき余に相談ありしが，余は千思万考の末，
　今を時めく英文学の大家博言博士イーストレーキ氏4）にそれを依頼すべ
　しとて，樋口氏の紹介により，氏を麹町区富士見町の寓所に訪問し，仮
　刷全部を氏の手許に提出し，その編者たらんことを請いしに，氏はそれ
　を閲覧すること時余，いわく，十分に内容を点検する事は不可能なるも，
　一見したる所にては誠によく出来上りおるように思わる，御依頼の趣は
　承知せり，唯々所々気付きの点を象眼にて訂正したしこの点果していか
　がと。余はただちにこれに応じて，こはいと易き事なり。御意に適せぬ
　　　　　　　　　　　　　　　－235－
　所あらば，思う存分加筆せられて可なり，何とか都合すべしとて同家を
　辞し，三省堂に至りこれを亀井氏に告げしに，同氏はこは意想外の事な
　りとておおいに喜び，西洋大はそれにて結構なるも，今一大日本大の知
　名者を加えたし，誰か可ならんと相談ありしをもって，余はそれには成
　立学会長棚橋一郎氏こそ最適任者ならんと答え，亀井氏と共に余は同氏
　をその私邸に訪問することとなれり。余等すなわち棚橋氏に面会の上そ
　の来意を告げ，西洋大イーストレーキの一方の相手方として編者の一大
　となられんことを依頼せしに，棚橋氏は余等の持参したる仮刷をしばし
　点検しおられたるが，まもなく承知の旨答えられたるをもって，余等は
　おおいに喜び，早速三省堂に帰り，亀井氏と共にその印刷所なる機関舎
　に赴き，「博言博士イーストレーキ文学士棚橋一郎共著ウエブスター新
　刊大辞書和訳字彙」と題扉に書名および編者刷込の事を依頼し，後，数
　日して，百般の工程を終って一冊の完全なる製本を見ることを得たり。
　（45～46頁）
　この辞書の増訂版の表紙と扉にはさらに「文部大臣伯爵大木喬任公題辭
内務大臣子爵品川彌二郎公題辭」が加えられている。令々しい肩書きを持
つ名士が名目上の編者の席に座るのは今日の世代の感覚には合わないこと
であるが，当時はそれが慣わしであった。『獨龠字典大全』の著者小栗栖
香平は明治32争先に引用した第拾版緒吾で，亡友福見尚賢と二大で初版
　（明治18年）の原稿を仕上げたときのことを次のように回顧している。
　［既ニシテ業成ルノ日比が刊行ヲ某書肆二謀ル某日ク願クハ大家名流ノ校
閲若シクハ序跋ノ名ヲ附セント是二於テ奮然相議シテ曰ク予輩浅學非才而
シテ此著アルハ實二其カヲ揣ラサルチリ然レドモ先輩ノ名ラ掲ケテ其観ヲ
美ニスルハ是レ其罪ラ他二嫁スルニ近シ且素ヨリ本書ノ功罪唯二大ノ身ニ
アリ寧口原稿ヲ嚢魚二香スルモ豈ンゾ煩ヲ他二歸スルニ忍ビンヤト乃チ友
大數輩卜諮リテ自ラ之ヲ刊行セリ5）」。このエピソードは惣郷正明も「名
　　　　　　　　　　　　　　　－236－
士の序文を蹴って自費出版」（『辞典の話』東京堂出版　昭和46年7月）で
取り上げているが，当時としては異例であったからこそ話題となるのであ
る。金原書店が明治33争発刊の『獨和他國字書大全』では，本書の扉でも，
また書籍目録や広告でも，編者の恩田重信よりも序文を書いただけの醫學
博士森　林太郎の名が常に上位に置いて併記されている。こうした現象も
今は遠い明治の昔の話とばかりも言えない。ヘルマン・ヘッセの翻訳で知
られる元日本ペンクラブ会長高橋健二は「辞書とのつきあい六十余年」の
中で，「三省堂で，定評のあるコンサイス英和のシリーズの中に独和を加
えることになった。それを実際は，私の一高の同級生篠田英雄君が引き受
けた。山岸光宣編となっているが，山岸さんは実際にはやっていない。篠
田君が一手に引き受けて編集に携わった。」（『辞書のはなし』三省堂　1993
年５月）と暴露している。
　　『ウェブスター氏新刊大辭書和譯字彙』の序文は，農学士志賀重昂が書い
ているのであるが，［英和字書ノ多々ナル何ゾ限ラン，獨り其簡ニシテ而
シテ確，明ニシテ而シテ捷ナルモノニ至りテハ予輩常二其尠ナキヲ憾ミト
セザルナシ，…」とあるのは，どことなく『獨和新辭林』の序文に似てい
るのも妙に気になる。
－237－
　　６
　保志虎吉は，『大日本大物誌　一名現代大名辞書』（成瀬　麟・土屋周太
郎編　合名会社ハ紘社　大正２争５月；リプリント　明治大名辞典Ⅲ上巻
㈱日本図書センター　1994年９月）によれば，［旧越後三日市藩士保志潜
夫の長男，安政五年正月十一日江戸に生れる，明治三争大学南校に入り独
逸学を修む五年東京開成学校に転じ独逸学年科を修め十年以降翻訳に従事
し傍ら独逸学を教授す二十一争以降独逸学協会学校第一高等中学校，高等
商業学校等に教鞭を執る明治二十五争以来第一高等学校教授の職に在り此
間屡々海軍少主計候補生志願者学術試験委員を嘱託せらる方今従五位勲五
等にして其職に在り」だが，上村教授の「ドイツ語学者　保志虎吉略伝」
には保志のドイツ語教授歴が詳細に記述し尽くされている。斎藤がいう
　「氏は前に大独和辞書を編纂したる事あり，そのころ唯一の辞書編纂の経
験家にして」について言えば，当時までに彼の名で出た独和辞典は『獨英
和三對小字彙』（寺田勇吉共著　共同館　明治26争９月）あるのみで，こ
の辞典は18.2cmｘ12.3cmの紙型で759頁に６万５千語を収めるもので
大辞典とは吾えない。ただ，この辞典は同じ共同館が６年前に刊行した先
述の『獨英和三對字彙大全』を基にして，［彼ノ大全ハ巻帙浩瀚ニシテ或
　　　　　　　　　　　　　　　－238－
ハ汎ク一般ノ需要ニ供スルコト能ハサルノミナラス印本モ亦将二盡キント
ス是二於テカ遂二該書ヲ縮刷シ専ラ普通須要ノ言辭ヲ抜抄シテ譯字ヲ訂正
冊補シ平易ニシテ通暁シ易カラシメ又現時通用ノ兵語ヲ加へ以テ學海ノ需
要ニ辜負セサランコト」（緒言より）に勉めたものである。『獨英和三對字
彙大全』は，題名の示す通り日本で最初の英訳も付いた独和辞典で，先述
したように26.5cmX20cm, 1,650頁の大型で16万語の見出し語を収める。
編纂者の中に保志の名前は挙がっていないが，その巻末に添えられた高
良二・寺田勇吉連名の抜言に「但シ編纂ノ事務二於テハ校讐字録各々課ヲ
分チテ吾儕ヲ資助セシ士二十餘名アリ」と書かれている。上村教授の「保
志虎吉略伝」によれば，保志は明治８年７月に東京開成学校を退学した後
独学でドイツ語を研究し，明治16年４月から私立原要義塾の独逸学教授に
就任していて，翻訳でも活躍していたから，この大辞典の執筆・編集に動
員された可能性は十分あり，名前は挙げられていないが彼も「二十餘名の
士」の一大であったと思える。保志が斎藤に対し，辞書の編纂はもう懲り
懲りだから，二度とやる気はないと返答したのは自らの経験から出た本音
であろう。もっとも保志は，『袖珍獨和新辭林』の成功に気を良くしてこ
の考えを改めたのか，その後『大正獨和辭典』を編纂して同じ三省堂から
出版させているが，これはそれほど売れなかったようである。
　一方斎藤精輔は山口県岩国の出身，向学心に燃えて上京，英語や法律の
勉強に励み，毛利公爵家の家庭教師を勤めるうち，亀井忠一に出会い，い
わばスカウトされて三省堂に入り，初仕事の『ウエブスター氏和訳字彙』
の成功から，その生涯の大半を三省堂での辞書編纂裡に費やした。明治29
年には亀井忠一の長女と結婚し，後年（大正８年７月から）三省堂の監査
役に就任している。第一高等学校教授保志の目には初めはたかが本屋の番
頭としか映らなかったが，原稿を示されて驚き見直したのではあるまいか。
一方斎藤は，辞書編纂について彼なりの独自の哲学と気概を持っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　－239－
　　およそ辞書には教壇英語と辞書英語との二あり，教壇英語はその語の
　意味を十分にわからせば足るものにて，こは英語に通じたる者なれば何
　大にても善くする所なるが，辞書英語においては，その意味も明確に解
　説すべきのみならず，これに適切なる訳語を付せざるべからず。ただし
　この適訳を下す事は，なかなか容易の事にあらず。英語にいかに堪能な
　りとて，辞書向の適訳を案出するには国漢文，ことに漢文に長けたる者
　ならではこれを善くすべからず。しかるにその当時の英学者を通観する
　に，秀でたる英学者は数多けれど，ほとんど国漢文に精通する者なく，
　中には第一流の英学者といわるる大が，日本外史さえ読めぬ者ありと聞
　く。…（中略）学校にて教授上に用うべき者は格別，いやしくも辞書と
　名乗る以上，辞書英語を主とせざるべからず…（中略）畢竟三省堂が明
　治時代に辞書界の覇を制し，その全盛時代において一の競敵を見ざりし
　もの，職として世に教壇英語学者多けれど，辞書英語学者は寥々として
　見るものなかりしによれり。（『辞書生活五十年史』58～59頁）
　斎藤の目にははたして保志は教壇独語学者として映ったか，それとも辞
書独語学者として映ったか。辞書の語には縷縷とした説明や解釈ではなく
簡潔で明確な適訳をという彼の信念は，上記の二つの辞書の序文によく表
れている。
　斎藤はもう一大の編者高木甚平については全く触れていないが，上村教
授の所持する『袖珍獨和新辭林』第10版巻末の広告文に大のように書かれ
ているという。
　　英語ノ辭書ニハ完全ナルモノ多ケレドモ獨語二八一モ良美ノモノヲ見
　ズ是弊店が永ク遺憾トセシ所チリ諸君ノ知ラルゝ如ク弊店二於テハ従来
　大小幾多ノ辭書ヲ出版セシニ皆能ク江湖ノ喝采ヲ博シ未ダ一モ同類書中
　ノ魁タラザルハナシ仍チ弊店此二多年紙質印刷等練磨セル特能特技ヲ以
　　　　　　　　　　　　　　　－240－
　テ體裁萬端二注意シ獨逸文壇ノ大家高木保志兩先生二多年實ノ教授上ニ
　於テ得ラレタル腕ヲ振ハレンｌヲ乞ヒ以テ本書ヲ出版ス...1)
　保志と高木はどういう繋がりがあったのであろうか。高木甚平について
は既述の上村教授の［『袖珍獨和新辭林』編者・高木甚平」に詳しい。こ
の論文によれば高木は文久２年（1862）鍋島藩士の長男として生まれた。
安政５争（1858）生まれの保志より４歳年下である。父高木秀臣はのちに
東京控訴院検事長となっている。甚平は父の影響も受けてか，東京英語学
校（明治10年東京大学予備門と改称），中村正直の同大社，中江兆民の仏
学塾で英語と仏語を学び，東京始審裁判所書記となったが，明治17年ドィ
ッヘ留学，ィエーチ，ベルリン，ハレで法律学を学び，ハレ大学で法学博
士の学位を取得した。彼の肩書きのドクトルがそれである。明治23争帰朝，
明治25年から高等商業学校（一ッ橋大学の前身）で法律を担当し，独逸語
も教えた。明治30年病気のため校務に堪えられなくなって依願退職した。
　上村教授の調査によれば，彼は明治26年１１月保志の勤務する第一高等中
学校（明治27年９月より第一高等学校と改称）の独逸語の授業を嘱託され
ているし，一方保志も明治27年２月５日から７月31日まで高木の勤務する
高等商業学校で嘱託として独逸語を教えていた。彼ら二大が同学の士とし
て知己の仲であったことは充分考えられることである。三省堂からの以来
を受けた保志が，自分は未だドィッ留学の経験のないことから，高木のド
ィッでの実地体験を考慮して協力を要請したものであろうか。
－241－
